
退任の挨拶 

人事異動について 

   

 

 

 

 

 
 
 
 
夏本番ですね！厳しい暑さが続い

ています。体調管理をしっかりと行い
ましょう！！！ 

 
 

 
平成２８年７月1日付人事異動がありましたの

で、お知らせいたします。 
 
 

 
会長  
柳野 隆之（やなぎの たかゆき） 
 
この７月1日から

会長に就任しました
柳野隆之です。平成
２４年度に非常勤の
会長をしていました
が、今回は常勤の会
長として、財団にお
世話になることにな
りました。前回は恋
人の聖地や船上結婚
式の仕事に携わらせ
ていただきました。 
 現在、海王丸及び海王丸パーク周辺は平成２６年に
加盟した「世界で最も美しい湾クラブ」の中心施設で
あり、昨年、今年と２年続けてタモリカップも開催さ
れました。このように、県有数の観光・レジャー施設
として確固たる地位占めています。 
海王丸の総帆展帆をはじめとする現在の各行事を

大切にしながらも、時代と県民の皆さんの要望に合わ
せて少しずつ改善していくことも大切ではなかろう
かとも思っています。 
 また、我が財団には大変有り難いことに７００名近
くのボランティアの方々がいらっしゃいます。 
そして、これらの方々のご協力がないと財団の運営も
困難となります。今後ともボランティアの皆さんのご
支援ご協力を改めてお願いするものであります。 
 これからも、海王丸パーク及びその周辺施設の管理
をしっかりと行うとともに、より県民の皆さんに親し
まれますよう財団の役職員が一体となって取り組ん
で参りたいと思います。  

 
 

 
 

 

（前）事務局長 

滝田 茂（たきだ しげる） 

 

平成２５年４月から３

年３ケ月間、皆様には大

変お世話になり、ありが

とうございました。 

 この３年余の間には、

定休日の水曜日への移

行、全国豊かな海づくり

大会、富山マラソン等が

ありましたが、一番思い

出深いのは、昨年８月の

海王丸Ｗ展帆・トリプル

公開です。海王岸壁に練習帆船海王丸と練習船大成

丸、海王ドルフィンに帆船海王丸。３隻の練習船が

並び、新旧の貴婦人による総帆展帆の共演を見るこ

とができました。また、総帆展帆通算２００回目の

お祝いもすることができました。海王丸が海の貴婦

人と称される優美な姿を披露できるのは、まさにボ

ランティアの皆様のご尽力のお陰であり、心から感

謝を申し上げます。多くの皆様が総帆展帆にご参加

いただけるよう微力を尽くしたつもりですが、まだ

まだ力不足で、申し訳ございませんでした。 

着任のごあいさつでは、「皆様のご協力を得なが

ら、海王丸の保存・活用を図るとともに海王丸パー

クにより多くの方々に来ていただき、楽しんでいた

だけるよう努めてまいりたい。」と書きました。皆

様のお力添えによりまして、昨年の海王丸パークへ

の入込数は開園以来最高。また海王丸への乗船者数

も今世紀では最高となるなど、海王丸の全国に向け

た情報発信に少しは貢献できたのではないかと思っ

ておりますが、これもひとえに皆様のご協力の賜物

でございます。 

今後は総帆展帆３００回に向けて、皆様の更なる

ご支援、ご協力をどうぞよろしくお願いいたしま

す。 

最後に、皆様方の益々のご健勝とご多幸、そして海

王丸の発展を心からお祈り申し上げます。 

舵輪は(公財)伏木富山港・海王丸財団の機関誌です 
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着任の挨拶 



４～７月の行事結果 

ベンディングセイル及びボランティア宿泊訓練 

鯉のぼり掲揚式・花の迷路開園 

 

海洋教室スタート！！！ 

総帆展帆開始！！！ 

 

海王丸パークフェスティバル２０１６ 

 
 

 
 
４月９・１０日でベンディングセイル及びボラ

ンティア宿泊研修を行いました。 
 ベンディングセイルには多くのボランティア
の皆さんに参加していただき、予定よりもスムー
ズに全ての帆を取り付けることができました。 

 
宿泊研修には１７名参加され、ヤード上での作

業や展帆号令等の確認を行いました。また、ボラ
ンティア会議を行い、海王丸ボランティアの今後
についてなど色々な意見がでて、有意義な宿泊研
修となりました。 

 
 
４月１５日に地元の幼稚園児たちが参加して、鯉の

ぼり掲揚式を行いました。子供たちが力を合わせて揚
げた鯉のぼりは気持ちよさそうに大空を泳いでいま
した。また、同時に花の迷路も開通式を行い、多くの
方が楽しまれています。 

 
 

 
 

 
４月１７日の総帆展帆は悪天候により中止となり

ました。また、５月５日の子供の日は風が強く、総帆
は無理でしたが、縦帆のみの展帆となりました。それ
でも海王丸パークに来られたお客さんは帆を張った
海王丸を見て感動されていました。 
その後の展帆日は天気に恵まれ、５月２２日に

第二回、６月19日に第三回と多くのお客様に総
帆展帆した海王丸を見ていただくことができま
した。 

 
 
４月２５・２６日の日本高周波鋼業の企業研修

から平成２８年度の海洋教室がスタートしまし
た。今年度は昨年度より多い、３０団体の子供た
ちが参加予定で７月中旬現在、４５０名を超す方
が参加されています。 
参加者は海王丸に宿泊し、カッターを漕いだり、

マストに登ったりして船・海のことを学びます。 
また、夕食時にでるカレーも大変好評をいただ

いております。 
子供達は「また、海王丸に泊まりたい。」と言

ってくれており、この活動を通して船や海に興味
を持ってくれたらなと思います。 

 
 
７月１６日（土）から７月１８日（祝）までの

３日間、海王丸パークでは海王丸パークフェステ
ィバル２０１６を行い多くのお客様が海王丸パ
ークにお越しになられました。 
期間中、海上自衛隊多用途支援艦ひうちが入港

し、一般公開を行ったり、海上保安庁巡視船やひ
こが体験航海を行ったりと様々なイベントが行
われました。 
海王丸では１６日（土）にミニ展帆体験を行い、

ステイスルの展帆を体験していただきました。参



ボランティア表彰 

今年度の受賞者 

甲板ボランティア 

◎海王シルバー賞（甲板作業参加７５０時間以上） 

No.３７２ 若林 良作 ７６６時間 

No.７０６ 色部 春夫 ９９９時間  

 

◎紺青賞（甲板作業参加２５０時間以上） 

No.４０１ 今井 雄治 ３４３時間（敬称略） 

 

新規登録ボランティア 

加したお子さんは「楽しかった。もっとやりた
い！」と言っていました。 
また、１７日（日）には昨年に引き続きタモリ

カップが開催され、タモリさんは海王丸に乗船さ
れ、前面海域で行われたパレードを激励されてい
ました。 

 
 
毎年、海の日にボランティアの方に対して表彰

（通算参加回数及び甲板作業時間に応じて）を行
っています。今年は７月１８日の展帆終了後のお
昼休みを利用して行いました。 
平成2年から開始した総帆展帆は２２７回目を

数えますが（平成2８年７月１８日現在）、その
うち200回以上参加されている方もいます。また、
また、甲板ボランティアにも積極的に参加いただ
き、７５０時間を超える方もいます。 
それぞれの表彰基準は以下の通りです。 

展帆ボランティア 
表彰名        参加回数 

紺青（こんじょう）賞      ５０回 
海王賞            １００回 
海王シルバー賞        １５０回 
海王ゴールド賞        ２００回 
 

甲板ボランティア 
表彰名         参加時間 

紺青賞           ２５０時間 
海王賞           ５００時間 
海王シルバー賞       ７５０時間 
海王ゴールド賞      １０００時間 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
今年、海王丸ボランティアに加わった１０名の新し

い仲間を紹介します。 
皆さん、初めての登しょうで最初は緊張されていま

したが、訓練も終盤になるととてもスムーズに作業が
できるようになっていました。座学も大変まじめに聞
いて下さり、この先とても心強い思いです！末永くよ
ろしくお願いします!！ 
そして、今回ボランティアに参加した理由を尋

ねると「総帆展帆を見にきて、ボランティアの皆
さんが楽しそうに作業しているのと、高いところ
に登って作業している姿がとてもかっこよかっ
たから」と言われていました。 
 今後もボランティアの皆さんのかっこいい姿
を多くの方に見てもらい、どんどん新規ボランテ
ィアが増えてくれることを願っています。 

展帆ボランティア 
◎海王ゴールド賞（総帆展帆参加２００回以上） 
No.  ６ 磯辺 富次  ２００回 
No. １２ 伊東 可志郎 ２００回 
No. ２４ 大川 雅永  ２０３回 
No. ６８ 土居 正輝  ２０３回 
No.１０７ 高澤 昭二  ２０６回 
No.１２４ 森田 恵子  ２０３回 

 
◎海王シルバー賞（総帆展帆参加１５０回以上） 
No. ７８ 中屋 明   １５０回 
No.２７３ 牧野 佳子  １５４回 
No.２８４ 原井 節子  １５６回 
No.３６８ 中島 紀明  １５０回 

 
◎海王賞（総帆展帆参加１００回以上） 
No.１２７ 森下 和義  １００回 
No.２７１ 長谷 孝一  １００回 
No.３１０ 福田 幸子  １０２回 
No.３１５ 山崎 芳治  １００回 
No.４７１ 渡邉 博英  １０３回 
No.５３０ 和田 耕一  １０１回 
  
◎紺青賞（総帆展帆参加５０回以上） 
No. ３４ 加藤 進一郎  ５０回 
No.６５０ 畠中 和弘   ５１回 
No.６９０ 浅井 保明   ５０回 
No.６９８ 小幡 優子   ５０回 
No.７０６ 色部 春夫   ５２回 （敬称略） 



今後の予定 

【平成２８年度 第１期生】 

（左から）北野隆一さん、古沢清之さん 
また、当日は湊恵子さん（写真右下）がスキルを
磨きたいからと訓練に参加されました。 
【平成２８年度 第２期生】 

（左から）仁村晃大さん、開米俊介さん、 
清水隆夫さん 
【平成２８年度 第３期生】 

（左から）平野洋子さん、本郷みなみさん 
【平成２８年度 第４期生】 

（左から）金土兼太朗さん、黒田昭さん、 
池田薫さん 
１名、富山高専で遠洋航海の実習に行かれた中

野愛都季さんもボランティアに登録されました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
ビールが美味しい季節になってきました。仕事

のあとの一杯は格別です！私は初めて過ごす富
山の夏はどんなものかとても楽しみにしていま
す。しかし！梅雨時期から３７℃という気温を体
験し、夏を無事に過ごせるか不安に感じておりま
す。あまり冷たいものを飲みすぎず、体調管理に
努めていきたいと考える今日この頃です。（こ）

 

ボランティア掲示板 

「舵輪」では、ボランティア皆様からの

投稿記事を随時募集しています。 

イベント情報、海王丸にまつわる逸話・

日常で出会ったちょっとイイ話・連絡事
項など、何でも結構です。 

投稿方法はハガキ・封書・ＦＡＸ・メー
ル・口頭、何でもＯ.K.です。どしどしご

投稿下さい！！ 

 

あとがき 

公益財団法人 伏木富山港・海王丸財団 

〒９３４―００２３ 富山県射水市海王町８番地 

ＴＥＬ ０７６６－８２－５１８１ 

ＦＡＸ ０７６６－８２－５１９７ 

ＵＲＬ http://www.kaiwomaru.jp 
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